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 要  旨 
人々はしばしば，委員会の委員長，役員会の会長のような小規模選挙に参加する．市長選のよ
うな大規模投票に比べ，小規模投票は人々の利害関係に直接影響する．小規模投票では，利害関
係が大きいため大規模投票以上に匿名性が重要な要件である．しかし，投票総数が小さいため得
票数から投票が推定されることや，集計者が中立でないことなどの問題があり，匿名性の低下が
懸念される． 
 得票数の公開および投票の規模が匿名性に及ぼす影響を分析するために，エントロピーを用い
た匿名性の定量化方式を提案した．提案した匿名性の定量化方式を用いて，得票数の公開および
投票の規模と，匿名性の関係を分析した．得票数を公開すると匿名性が低下することと，投票規
模が小さくなるほど匿名性が低下することを示した． 
これらの分析により，得票数を秘匿しながら当選者を示すことと，集計者を必要としないこと
を要件とする方式が必要と考えた． 
まず従来の電子投票方式を調査すると，マルチパーティ計算を用いた電子投票方式のみが集計
者を必要としなかった．また電子オークションの方式のひとつに，第一価格秘密オークションが
ある．この方式は落札値と落札者を公開し，落札値以外の入札値を秘匿する．この性質は，本研
究の目的である候補者の得票数を秘匿しながら当選者を示す性質と類似している． 
以上により，従来のマルチパーティ計算を用いた電子投票方式に，電子オークションの方式を
組み込むことで，要件を満たす電子投票方式を提案した．提案方式の安全性を評価し，投票者全
員が結託しない限り得票数は秘匿されること及び，それ以外の安全性は従来の電子投票方式と同
等であることを示した． 
提案方式は，参加者が途中離脱した時に，集計を続行できない．また，排他的論理和を用いた
秘密分散とブール回路を用いたマルチパーティ計算に基づくため計算量・通信量が多く，効率に
問題がある．途中離脱に対応すると方式が複雑になり，効率が大幅に低下する．そこで，多項式
補間を用いたマルチパーティ計算に基づく改良方式を提案し，計算量・通信量を削減した．また，
閾値型秘密分散を用いることにより，効率を低下させることなく途中離脱に対応した． 
 
